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小野町名誉町民に推戴された小泉武夫氏
小野町60周年記念式典（11月22日）



小野町60周年記念式典

　

小
野
町
60
周
年
記
念
式
典
が
11
月
22
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施

設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
野
町
出
身
で
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る

小
泉
武
夫
氏
が
小
野
町
で
２
人
目
と
な
る
名
誉
町
民
と
し
て
推
戴

さ
れ
ま
し
た
。　

　

町
の
名
誉
町
民
制
度
は
、
小
野
町
に
縁
故
あ
る
者
で
郷
土
の
誇

り
と
し
て
深
く
尊
敬
に
値
す
る
者
を
推
戴
し
そ
の
功
績
と
栄
誉
を

称
え
る
も
の
で
す
。

　

続
い
て
町
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
分
野
で
町
政
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
個
人
６
名
と
４
団
体
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
は
、
小
野
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
小
野
町
の
政

治
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
、
な
ら
び
に

多
く
の
人
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
活
動
が
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
産
業
技
能
功
績
１
団
体
、
周
年
記
念
功
績
と
し
て
７
団
体

が
受
章
さ
れ
、
結
婚
60
周
年
を
迎
え
た
27
組
の
夫
婦
に
は
認
定
証

の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
分
野
に
お
け
る
受
章
者
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

郷土の誇り　名誉町民推戴
永年の功績をたたえ　功労者表彰

◎名誉町民

　小泉　武夫（72歳）

　東京農業大学応用生物科学部醸造科学科教
授を27年間、東京農業大学名誉教授を平成
21年から現在まで務め、さらに多くの大学
の客員教授も歴任され、日本の農と食に関す
る講演を行うなど、幅広い活動により当町の
知名度に大きく貢献されました。
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◎特別功労（町政振興功労）

　石塚　尋朗（63歳）

　町が実施する乳幼児健診、健康教室、予防接種
などの事業に貢献され、平成７年からは小中学校
や幼児施設の学校医として20年間にわたり児童
生徒の健診業務に従事され、健康管理と健全育成
に大きく貢献されました。
　さらに、幼児教育施設などへの図書寄贈および
英語普及活動を継続して実践し教育環境の向上に
大きく貢献されました。

◎特別功労（町政振興功労）

　小泉　晋弥（62歳）

　いわき市立美術館および郡山市立美術館の監修を
行うなど卓越した知識と技術から小野町ふるさと文
化の館の監修や建設に多大なる貢献がありました。
　さらに、小野町60周年記念に因み作成した町
の公式イメージキャラクター「小桜ちゃん」および
ロゴマークの制作など、当町振興発展に大きく貢
献されました。

◎功労（町政振興功労）

　石井　秋榮（73歳）

　平成16年12月から平成27年３月まで10年３ヵ
月間にわたり民生委員・児童委員として識見温厚
な人柄で社会的弱者の立場にある者の福祉向上な
ど、社会福祉行政全般にわたり大きく貢献されま
した。

◎功労（町政振興功労）

　宇川　進（70歳）

　平成13年度から農家を対象とした研修会およ
び現地指導会の講師として14年間にわたり尽力
されました。また新たな振興作物「にんにく」のミ
ネラル栽培に取り組み、加工品の「黒にんにく」に
ついて加工から販売まで全般にわたる技術指導に
より町の特産品として大きな注目を集めるなど町
のミネラル野菜栽培の基盤を確立し、当町農業分
野において大きく貢献されました。

◎功労（町政振興功労）

　柏原　精一（68歳）

　昭和53年の開院以来、永年にわたり町の乳幼
児健診および予防接種事業に貢献し、平成22年
３月まで幼稚園・小中学校などの学校医として児
童生徒の健康管理に大きく尽力されました。

◎功労（町政振興功労）

　湯沢愛林組合
　（組合長　石井 利雄）
　昭和初期から矢大臣山の登山道の整備に尽力
し、町の振興発展に貢献されました。

◎善労（衆人模範）

　飯岡工業株式会社
　（会長　飯岡 元）
　小野町60周年を記念し、日本画壇の重鎮であ
る東山魁夷氏の「緑の詩（みどりのうた）」（リトグ
ラフ）を当町へ寄贈されました。

◎善労（衆人模範）

　上村　栄一（38歳）

　平成11年から永年にわたり献血事業に協力し、
計77回もの献血を行い献血事業および医療へ大
きく貢献されました。
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◎産業・技能功績

　小野町商工会青年部
　（部長　石井 清政）
　小野町のご当地グルメ「おのまち小町アイスバー
ガー」を県内外にPRし大会ではグランプリを取るな
ど、小野町の知名度を向上させ、商工振興および観
光誘客に寄与されました。

◎周年記念功績

　飯豊剣道スポーツ少年団
　（代表指導者　先﨑 治洋）
　平成元年の設立以来、剣道競技の普及、競技技術
の向上と青少年の健全育成に貢献されました。

◎周年記念功績

　小野女子スポーツ少年団
　（代表指導者　榊原 秀子）
　昭和61年の設立以来、バレーボール競技の普及、競
技技術の向上と青少年の健全育成に貢献されました。

◎周年記念功績

　小野町剣道協会
　（代表指導者　吉成 久男）
　昭和27年の設立以来、剣道競技の普及、スポー
ツ少年団への指導などにより町スポーツ振興に貢献
されました。

◎周年記念功績

　小野町ソフトボールスポーツ少年団
　（代表指導者　吉田 明）
　昭和51年の設立以来、ソフトボール競技の普及、競
技技術の向上と青少年の健全育成に貢献されました。

◎善行（衆人模範）

　有限会社ヨシダエンジニアリング
　（社長　吉田 代吉）
　平成27年10月27日に発生した交通事故およびそ
れに伴う車両火災において、従業員総出で負傷者の
救助と初期消火にあたり人命救助と火災消火に多大
なる功績がありました。

◎善行（衆人模範）

　協同組合おのショッピングプラザ
　（理事長　石原 良一）
　平成11年から永年にわたり献血事業に協力。合計
27回（延べ633人）で、献血事業および医療へ大きく
貢献されました。

◎周年記念功績

　夏井すぎのこ学級
　（PTA会長　清野 昭雄）
　20年以上にわたり、３世代交流活動を行い、地
域の親睦・融和を図り活力ある地域づくりに貢献さ
れました。

◎周年記念功績

　フルートアンサンブル・アマビーレ
　（会長　草野 泰子）
　平成元年の設立以来、定期演奏会の継続的な開催
や福祉施設の慰問演奏などボランティア活動にも積
極的に取り組み、町の文化振興に貢献されました。

◎周年記念功績

　福島県立小野高等学校
　（校長　渡辺 譲治）
　震災以降の継続的な小野町のPR活動による町内
外への元気・活力の発信および町と連携した農林業
分野の発展に大きく貢献されました。

4ONOMACHI　Dec_2015



荒
井 　

明
・
シ
ツ
子

荒
井 

重
信
・
セ
ツ

板
橋 　

昭
・
ユ
ミ
子

今
泉 

一
男
・
惠
美
子

遠
藤 　

晃
・
ミ
ン

折
笠 

昭
次
・
ナ
ミ
子

國
分 　

愼
・
セ
イ

國
分 　

實
・
ミ
ツ

佐
藤 

英
夫
・
タ
キ
子

佐
藤 

正
顕
・
イ
ツ

白
岩 

武
夫
・
充
子

鈴
木 

好
吉
・
サ
ト
子

先
﨑 

茂
雄
・
ミ
サ
子

新
田 　

武
・
金
子

野
口 

秀
康
・
チ
ヨ

羽
生 

市
太
郎
・
幸
子

深
井 

勝
利
・
好
子

宗
方 

正
一 

・
千
惠
子

宗
像 

良
德
・
芳
子

村
上 

静
雄
・
ナ
ミ
子

茂
垣 

昭
一
・
ハ
ナ

本
宮 

本
誉
・
福
子

矢
内 

正
一
・
ミ
チ

吉
田 

貞
雄
・
茂
子

吉
田 

正
一
・
ハ
ナ

吉
田 

昌
二
・
ヤ
ス

吉
田 

常
丸
・
光
子

結
婚
60
周
年
記
念

　
　

認
定
証
の
交
付
者

名
誉
町
民　

小
泉
武
夫
氏
に
よ
る

﹃
基
調
講
演
﹄ 

～
こ
れ
か
ら
の
小
野
町
の
可
能
性
と
町
民
の
使
命
～

﹃
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹄  

～
小
野
町
の
将
来
像
を
語
る
～

　

小
野
町
60
周
年
記
念
式
典
終
了

後
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
お
い

て
、
名
誉
町
民
に
推
戴
さ
れ
た
小
泉

武
夫
氏
よ
る
基
調
講
演
お
よ
び
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
小
泉
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
大
和
田
町
長
、
村
上
議

長
、
石
塚
光
子
さ
ん（
子
育
て
世
代

代
表
）、
横
田
穂
乃
佳
さ
ん（
小
野
高

等
学
校
２
年
）、
熊
谷
拓
海
さ
ん（
小

野
高
等
学
校
１
年
）の
５
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
小
野
町
の
将
来
像
に
つ
い

て
討
論
し
、
聴
衆
は
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
講
演
と
討
論
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

講演会の様子

パネルディスカッションの様子

小野町の将来について語る横田さん

受章者代表謝辞を述べる石塚さん
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第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会　

総合31位　町の部13位

　

第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）が
11
月
15
日
、
し
ら
か

わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク（
白
河
総
合
運

動
公
園
）陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の

16
区
間
、
95
・
１
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
競
技
場
の
ス
タ
ン
ド
や
沿
道
に
は
、
の

ぼ
り
旗
や
小
旗
を
持
っ
た
応
援
団
が
町
か
ら
大

勢
か
け
つ
け
、
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

小
野
町
チ
ー
ム
は
１
区
の
上
遠
野
澄
枝
選
手

と
２
区
の
音
部
広
宣
選
手
の
田
村
高
校
コ
ン
ビ

で
序
盤
か
ら
好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
そ
の
後
も

粘
り
の
走
り
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、総
合
31
位
と
、

昨
年
の
34
位
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
、上
遠
野
正
明
監
督
は「
良
い
レ
ー

ス
が
出
来
た
。
小
野
町
は
中
・
高
生
中
心
の
若

い
チ
ー
ム
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し

み
で
あ
る
。
来
年
は
20
位
台
を
狙
い
た
い
」と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
に
紙

上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
監

督
・
コ
ー
チ
を
は
じ
め
選
手
の
み
な
さ
ん
、
長

期
間
に
わ
た
り
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

な
お
ふ
く
し
ま
駅
伝
小
野
町
チ
ー
ム
の
応
援

の
た
め
、
町
体
育
協
会
関
係
者
や
町
民
の
皆
さ

ん
よ
り
激
励
金
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

上
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
き
ら
め
な
い

　
　
　
　
　
　
粘
り
の
走
り
！
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成績表
区間 コース 距離

（km） 選手名 記録
1 しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場 ⇒ サンフレッシュ白河・大沼体育館前 4.0 女子 上遠野澄枝 13分38秒
2 サンフレッシュ白河・大沼体育館前 ⇒ 泉 崎 さ つ き 公 園 前 8.2 男子中高生またはシニア 音部　広宣 26分29秒
3 泉 崎 さ つ き 公 園 前 ⇒ 矢 吹 町 役 場 内 5.8 男子中学生またはシニア 村上　健太 21分27秒
4 矢 吹 町 役 場 内 ⇒ 鏡石町・鳥見山陸上競技場内 7.3 男子 大澤靖一郎 23分54秒
5 鏡石町・鳥見山陸上競技場内 ⇒ 須 賀 川 土 木 事 務 所 前 6.7 男子高校生または中学生 長久保光生 25分44秒
6 須 賀 川 土 木 事 務 所 前 ⇒ 郡山市・ゼノアック日本全薬工業（株）前 8.3 男子 長谷川勇太 29分57秒
7 郡山市・ゼノアック日本全薬工業（株）前 ⇒ 郡山市・郡山総合体育館前 5.2 男子中学生 宗像威央理 18分50秒
8 郡山市・郡山総合体育館前 ⇒ 郡山市・郡山北工業高校内 4.1 男子中学生 草野光太郎 15分16秒
9 郡山市・郡山北工業高校内 ⇒ 平和記念郡山こどものもり公園入口 3.0 女子中学生 清野　里那 12分18秒

10 平和記念郡山こどものもり公園入口 ⇒ 本宮市・（株）白岩屋商店前 9.3 男子 先﨑　洋樹 32分16秒
11 本宮市・（株）白岩屋商店前 ⇒ 大玉村・（株）イイジマ前 3.9 女子 吉田　美咲 15分05秒
12 大玉村・（株）イイジマ前 ⇒ 二 本 松 市 役 所 内 7.0 男子 高橋　尚悟 25分35秒
13 二 本 松 市 役 所 内 ⇒ 二本松市・安達支所内 4.8 男子 金村　　翔 17分18秒
14 二本松市・安達支所内 ⇒ 福島市・松陵中学校前 5.7 男子高校生以下またはシニア 野中　　永 20分31秒
15 福島市・松陵中学校前 ⇒ 福 島 大 学 入 口 3.4 女子中学生またはシニア 多熊　理桜 13分35秒
16 福 島 大 学 入 口 ⇒ 福 島 県 庁 前 8.4 男子 吉田　悟志 29分13秒

総合
95.1

52市町村中31位（52市町村中34位） 5時間41分06秒
（5時間43分38秒）町の部 29町中13位（29町中15位）

※（　）内は前回大会

１区　上遠野  澄枝  選手

２区　音部  広宣  選手

３区　村上  健太  選手

４区　大澤  靖一郎  選手

５区　長久保  光生  選手

６区　長谷川  勇太  選手

７区　宗像  威央理  選手

８区　草野  光太郎  選手 

９区　清野  里那  選手

10 区　先﨑  洋樹  選手

11区　吉田  美咲 選手

12 区　高橋  尚悟 選手

13区　金村　翔  選手

14区　野中　永  選手

15区　多熊  理桜  選手

16区　吉田  悟志  選手
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人命救助に対して感謝状の贈呈

　11月17日、郡山地方広域消防組合より人命救助
に対する感謝状が有限会社ヨシダエンジニアリン
グに、贈呈されました。
　これは、10月27日に発生した交通事故と、それ
を原因とした車両火災において、社員一同が連携
し、車両の側で倒れ負傷していた運転者を安全な
場所へと搬送し救助したことに対し贈られたもの
です。
　贈呈式には、有限会社ヨシダエンジニアリング
から社長の吉田代吉氏が出席し、郡山地方広域消
防組合遠藤修消防長より感謝状と記念品が贈呈さ
れました。
　ヨシダエンジニアリング従業員の皆さんの勇気
ある行動で、大切な命を守ることができたことに
対し、紙上より敬意を表します。

　こまちみどり愛護会主催によるあぶくま高原道路小野
インターチェンジ周辺の第４回環境美化活動が11月７日
に行われました。
　今回の活動は、800球のチューリップ球根と40本のアジ
サイ苗木を植栽し、小野ＩＣ周辺の除草作業を行いまし
た。今年度最後の活動となった当日は、秋晴れに恵まれ
約70人の皆さんに参加いただきました。
　作業終了後には、参加していただいた皆さんとの交流
会が行われ、会長をはじめとした会員お手製の豚汁とお
にぎりを囲みながら今年度の活動を振り返りました。
　植栽されたチューリップとアジサイは５・６月頃に開花しドライバーの目を楽しませてくれます。
　環境美化にご尽力いただいたこまちみどり愛護会の皆さん、各作業にご協力いただいた参加者の皆
さんに心より御礼申し上げます。

チューリップ球根・アジサイ苗木植栽

こまちみどり愛護会主催・環境美化活動

あじさいの苗木を植栽する
ボランティアの皆さん

遠藤消防長より感謝状を受ける吉田代吉さん（左）

先﨑代表監査委員に町村監査功労者表彰

　町の代表監査委員を務める先﨑福夫氏が、去る
10月７日に町村監査功労者として全国町村監査委
員協議会会長から表彰を受けました。
　この表彰は、監査委員として多年にわたり、地
方自治の振興発展に多大な貢献をされた方に授与
されます。
　先﨑代表監査委員は、平成20年４月１日から監
査委員の職務にあたられています。
　このたびの受章、誠におめでとうございます。

町長に受章報告した先﨑代表監査委員（右）
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　この度、次の方々より文化・体育振興基金にご寄付をいただきました。
　紙上より厚く御礼申し上げます。
　【寄付】　第４回小野町元気だよ！チャリティーカラオケ実行委員会様、田村モラロジー事務所様
　【遺志】　鈴木　健 様（鈴木洋子 様ご遺志）

文化・体育振興基金へご寄付ありがとうございます

チャリティーカラオケ実行委員会、田村モラロジー事務所から寄付

　この基金は、小・中・高校生の全国大会出場激励金や、町の社会教育団体や芸術文化団体、
スポーツ少年団への補助などに、有効に活用させていただいています。

全国大会等出場者へ激励金交付
　全国大会などの出場者に対し、小野町文化・体
育振興基金より激励金が贈られました。交付時に
は、町長から「日頃の練習・研究の成果を存分に
発揮し、悔いのないよう頑張ってください。」と激
励のことばが送られました。
　皆さんのご活躍をお祈りいたします。
　各大会への出場者は下記のとおりです。（敬称略）

◆「ＪＡＰＡＮ ＨＡＲＶＥＳＴ 2015」うまいもん甲子園実売イベント
　小野高等学校家庭クラブ
◆平成27年度「青少年創造性開発育成海外交流台湾派遣団」派遣　
　国分崇宏　郡山北工業高等学校３年
◆2015年度（第25回）日本クラシック音楽コンクール
　久保田絵那　郡山女子大学附属高等学校２年

小野町シルバー人材センター会員の皆さんが奉仕活動を実施

　小野町シルバー人材センター会員の皆さんによる奉仕
作業が11月７日に行われました。
　奉仕作業では、役場周辺・老人憩の家「たかむら荘（ゆ
～ゆ～こまち）」・リカちゃん通りの樹木の剪定などの環
境整備を行っていただきました。
　この活動は、公共施設の美化活動として毎年行われて
いるものです。
　参加された会員の皆さんに、紙上より厚く御礼申し上
げます。
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2

交通安全の功労を称え表彰

　

第
６
回
田
村
地
方
交
通
安
全
大
会

が
、
11
月
12
日
、
小
野
町
多
目
的
研

修
集
会
施
設
で
開
催
さ
れ
、
小
野
・

田
村
・
三
春
の
３
市
町
か
ら
交
通
安

全
団
体
の
関
係
者
約
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
に
貢
献
し

た
個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
小
野
町
か
ら
は
22
名
と
７
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
、

石
井
菊
夫（
浮
金
）さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で

安
心
な
田
村
地
方
を
実
現
す
る
こ
と

を
誓
う
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
よ
る
交
通
安
全
意
見
発

表
で
は
、
小
野
町
の
代
表
と
し
て
浮

金
小
学
校
５
年
生
の
宗
像
孝
幸
さ
ん

が
、「
私
達
を
守
る
黄
色
い
ジ
ャ
ン

バ
ー
」と
題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

な
お
小
野
町
の
各
賞
の
受
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

交
通
栄
誉
章﹁
緑
十
字
銅
章
﹂

▼
優
良
運
転
者

　

草
野
義
幸（
塩
庭
一
区
）

　

長
久
保
秀
男（
谷
津
作
）

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
長
表
彰

▼
優
良
市
町
村
交
通
対
策
協
議
会

　

小
野
町
交
通
対
策
協
議
会

▼
交
通
安
全
活
動
協
力
者

　

新
田　
　

博（
中　

通
）

▼
優
良
交
通
関
係
団
体

　

小
野
町
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会

福
島
県
警
察
本
部
長
・
福
島
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

▼
交
通
安
全
功
労
者

　

宗
像　

喜
也（
本　

町
）

　

横
田　

貞
子（
南
田
原
井
）

▼
優
良
運
転
者

　

小
泉　

俊
一（
平　

舘
）

　

松
本
ヨ
ネ
子（
谷
津
作
）

　

過
足　

義
夫（
浮　

金
）

田
村
地
方
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議

会
長
・
田
村
警
察
署
長
・
田
村
地
区

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

▼
交
通
功
労
者

　

石
井　

菊
夫（
浮　

金
）

　

吉
田　
　

正（
菖
蒲
谷
）

▼
優
良
運
転
者

　

小
野　

正
孝（
菖
蒲
谷
）

　

国
分
久
美
子（
中　

通
）

　

佐
藤　
　

茂（
和
名
田
）

　

宗
像　

一
雄（
浮　

金
）

　

横
田　

太
子（
湯　

沢
）

▼
交
通
安
全
優
良
校

　

小
野
町
立
飯
豊
小
学
校

▼
交
通
安
全
優
良
団
体

　

大
八
行
政
区

第
６
回
田
村
地
方
交
通
安
全
大
会

田
村
警
察
署
長
・
田
村
地
区
安
全

運
転
管
理
者
協
会
長
・
安
全
運
転

管
理
田
村
事
業
主
会
長
連
名
表
彰

▼
優
良
安
全
運
転
管
理
者

　

有
限
会
社
伊
藤
興
業　

伊
藤　

剛

▼
交
通
安
全
優
良
事
業
所

　

株
式
会
社
石
覚
組

　

株
式
会
社
大
東
銀
行
小
野
支
店

　

福
島
県
立
小
野
高
等
学
校

田
村
地
区
交
通
安
全
協
会
長
・
田

村
警
察
署
長
連
名
表
彰

▼
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
入
選
者

　

最
優
秀
賞　

藤
井
万
佑
子

　
　
　
　
　
　

 

（
浮
金
小
５
年
）

　

優　
秀　
賞　

鈴
木　

恵
梨

　
　
　
　
　
　

 

（
小
野
新
町
小
６
年
）

　

佳　
　

作　

橋
本　

幸
明

　
　
　
　
　
　

 

（
小
野
新
町
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

松
本
き
ら
り

　
　
　
　
　
　

 

（
小
野
新
町
小
６
年
）

田
村
地
方
交
通
安
全
対
策
協
議
会

長
感
謝
状

　

森
田　

高
夫（
平　

舘
）

　

阿
部　

重
吉（
塩
庭
一
区
）

２

３

1
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交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

１_意見発表を行った宗像孝幸さん（浮金小学校５年）
２_感謝状の贈呈を受ける森田さん（右）
３_受賞者を代表して謝辞を述べる石井さん
４_小野新町小学校鼓笛隊の皆さん
５_パレードの様子
６_福島県警察音楽隊の皆さん

　

交
通
安
全
大
会
に
先
立
ち
、

小
野
新
町
小
学
校
鼓
笛
隊
と
福

島
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
に
合

わ
せ
、
大
会
参
加
者
が
荒
町
地

内
か
ら
小
野
町
多
目
的
研
修
集

会
施
設
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

交
通
事
故
の
無
い
、
安
全
で

安
心
な
田
村
地
方
を
目
指
す
た

め
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

５

４

６
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小
野
町
の
文
化
と
産
業
の
祭
典

「
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」が
10

月
31
日
と
11
月
１
日
、
小
野
運
動

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
野
町
60
周
年
を
記

念
し
て「
あ
ぶ
く
ま
高
原
新
そ
ば

ま
つ
り
」と「
商
工
会
う
ま
い
も
ん

Ｎ
ｏ
．１
決
定
戦
」が
同
時
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
２
万
５
千
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

小
野
高
校
吹
奏
楽
部
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
で
幕
が
開
か
れ
、
福
が

満
開
ふ
く
し
ま
隊
や
福
島
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ボ
ン
ズ
チ
ア
リ
ダ
ー
ズ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
観
光
大
使
の
大

杉
み
ゆ
き
さ
ん
、
小
野
ま
ち
子
さ

ん
、
小
町
雪
乃
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
は
、
み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー

ズ
の
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
や
手
裏
剣
戦

隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
の
ほ

か
、観
光
大
使
の
エ
ソ
ラ
ビ
ト
さ
ん
、

kaho*

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
あ
ぶ
く
ま
高
原
新
そ
ば
ま
つ
り
」

で
は
、
小
町
湯
沢
そ
ば
の
会
を
は
じ

め
と
す
る
加
盟
７
団
体
の
ほ
か
、
小

野
高
校
も
出
展
し
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
大
盛
況
で
、
来
場
者
は
あ
ぶ
く

ま
高
原
産
の
新
そ
ば
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
「
商
工
会
う
ま
い
も
ん
Ｎ
ｏ
．１
決

定
戦
」で
は
、
県
内
17
の
商
工
会
青

年
部
が
出
展
し
、
各
市
町
村
の
素
材

を
用
い
た
ご
当
地
グ
ル
メ
を
求
め
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
い
、
投
票
の

結
果「
お
の
ま
ち
小
町
ア
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
」が
う
ま
い
も
ん
Ｎ
ｏ
．１
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
に
は
警
察
署
や
消
防
署
、
自

衛
隊
の
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
ブ
ー
ス
が
並
び
、
屋
内
に
は
各

種
団
体
や
個
人
の
心
の
こ
も
っ
た
作

品
が
多
数
展
示
さ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

小
野
町
60
周
年
記
念
小
町
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小野町 60 周年記念

小町ふれあい
フェスタ

７８

６ ５ ４ ３

１２

９

１_オープニング／２_福が満開ふくしま隊のステージ／３_福島ファイヤーボンズのダンス／４_観光大使大
杉みゆきさんのステージ／５_観光大使小野まち子さんのステージ／６_観光大使小町雪乃さんのステージ／
７_小野高校吹奏楽部の演奏／８_お楽しみプレゼント抽選会の様子／９_黒にんにん参上

元
気
が
で
る
朝
ご
は
ん
！
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１_みちのくボンガーズのお笑いステージ
２_手裏剣戦隊ニンニンジャーショー
３_観光大使エソラビトさんの演奏
４_観光大使kaho*さんの演奏
５_新そばまつりに出店した小野高生の様子
６_商工会うまいもんNｏ. １決定戦会場の様子
７_優勝した小野町商工会青年部（前列中央）

１

６

３

７

５

２

４

　

食
生
活
の
多
様
化
に
伴
い
、

主
食
で
あ
る
米
の
消
費
量
が
減

少
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た「
日
本
型
食
生
活
」の
良
さ
が

失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
習

慣
病
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
米
の

消
費
拡
大
運
動
を
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
町

内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
ご
は

ん
食
の
健
康
な
ど
に
理
解
と
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
優
秀
な
作
品
を
表
彰
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ご
は
ん
食
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て「
米
の
消
費

拡
大
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
８
人
が
入
賞

し
、
11
月
１
日
の
小
町
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
会
場
に
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
作
品
以
外
も
力

作
ぞ
ろ
い
で
、
お
米
の
大
切
さ

や
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
な
ど
を

再
確
認
し
た
成
果
が
作
品
に
表

れ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

米
の
消
費
拡
大
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

高学年の部・最優秀賞
横田隼人くんの作品

低学年の部・最優秀賞
遠藤祥くんの作品

【
小
学
校
低
学
年
】

▽
最
優
秀
賞

　

遠
藤　

 

祥（
浮
金
小
２
年
）

▽
優
秀
賞

　

鈴
木　

大
心（
小
野
新
町
小
３
年
）

　

石
井　

菱
人（
夏
井
第
一
小
３
年
）

　

鈴
木　

彩
葉（
小
野
新
町
小
１
年
）

【
小
学
校
高
学
年
】

▽
最
優
秀
賞

　

横
田　

隼
人（
飯
豊
小
５
年
）

▽
優　
秀　
賞

　

宗
像　

莉
沙（
飯
豊
小
６
年
）

　

古
川　

瑠
唯（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

吉
田　

咲
穂（
飯
豊
小
４
年
）

元
気
が
で
る
朝
ご
は
ん
！
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身
近
な
自
然
に
対
す
る
興
味
、
森
林
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
27
年
度
森
林
環
境
交
付
金

事
業「
親
子
木
工
教
室
」が
10
月
31
日
、
小
町

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
約
90
組
の
親
子
が
集
ま
り
、
町

内
の
建
築
家
具
組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
指
導
を

受
け
、
木
製
の「
イ
ス
」の
製
作
を
行
い
ま
し

た
。
金
づ
ち
を
使
っ
て
の
木
工
作
業
が
初
め

て
の
子
供
も
い
て
、
苦
労
し
て
い
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
親
子
で
協
力
し
て
の
製
作

や
、
完
成
し
た
作
品
に
マ
ジ
ッ
ク
で
絵
を
描

く
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
家
庭
で
手
軽
に
で
き
る

「
き
の
こ
の
栽
培
キ
ッ
ト
」が
参
加
し
た
親
子

に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
木
工
教
室

森
林
環
境
交
付
金
事
業

大
樂
哲
男
さ
ん︵
荒
町
︶に

第
１
号
交
付

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
交
付
式

　

小
野
町
60
周
年
を
記
念
し
て
作
製
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
式
が
、
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
の
会
場
で
行
わ
れ
、
町
長
と
お
披
露
目
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
小
桜
ち
ゃ
ん
」か
ら
大
樂
哲
男
さ
ん（
荒
町
）に
、
第
１
号
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
、
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
登
録
す
る

原
動
機
付
自
転
車
や

小
型
特
殊
自
動
車
な

ど
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

古
い
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
の
交
換
も
無
料
で
出
来

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
愛
用
す
る
原
付
バ
イ
ク
な
ど
に
取
り

付
け
、
町
の
魅
力
発
信
や
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

小
野
町
公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
募
集
受
賞
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
、「
小
桜
ち
ゃ
ん
」で
応
募
し
た
、平
川
千
紗
さ
ん（
飯
豊
上
）

に
、
町
長
か
ら
賞
金
３
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
表
彰
式
終
了
後
、「
小
桜
ち
ゃ
ん
」着
ぐ
る
み
の
お
披
露
目
が

行
わ
れ
、
子
供
た
ち
か
ら
の「
小
桜
ち
ゃ
ー
ん
」と
の
呼
び
掛
け
に
応

え
、
手
を
振
り
登
場
し
た
小
桜
ち
ゃ
ん
を
、
集
ま
っ
た
町
民
ら
は
、

大
き
な
拍
手
で
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。

　

小
桜
ち
ゃ
ん
は
、
今
後
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
参
加
し
、
町
の
特
産

品
や
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　
　
　
　

　
　
　
　

名
付
け
親
を
表
彰

平
川
千
紗
さ
ん︵
田
村
高
１
年
︶が
受
賞

１_受賞者あいさつをする平川さん
２_デザインを監修した小泉先生の講評
３_デビューした小桜ちゃん

１

２

３
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品
質
の
良
い
食
料
を
安
定
か
つ
効
率
的
に
供
給
し
、

町
が
優
秀
な
農
作
物
の
供
給
地
と
し
て
発
展
す
る
と

と
も
に
、
生
産
者
の
意
識
高
揚
と
消
費
者
な
ど
と
の

相
互
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
27
年
度

農
作
物
品
評
会
が
、
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
１
０
１
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
前
日

に
行
わ
れ
た
福
島
県
、
農
協
関
係
者
の
厳
正
な
審
査

の
も
と
、
福
島
県
知
事
賞
ほ
か
各
賞
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

出
品
さ
れ
た
作
品
は
、い
ず
れ
も
秀
作
ぞ
ろ
い
で
、

小
野
町
の
農
家
の
技
術
の
高
さ
や
、
高
品
質
な
作
物

に
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
称
賛
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

農
作
物
品
評
会

お
の
ま
ち
の
農
作
物

▽
福
島
県
知
事
賞

　

先
﨑　

薫（
飯
豊
下
）

　
【
大
根
】

▽
小
野
町
長
賞

　

吉
田
政
美（
上
羽
出
庭
）

　
【
ニ
ン
ニ
ク
】

　

藤
井　

崇（
浮
金
）

　
【
ト
マ
ト
】

　

先
﨑
時
子（
飯
豊
下
）

　
【
白
菜
】

　

郡
司
ク
ラ（
小
野
山
神
）

　
【
ネ
ギ
】

▽
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

小
島
文
子（
浮
金
）

　
【
長
イ
モ
】

　

村
上
サ
チ
子（
飯
豊
上
）

　
【
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
】

　

柴
田
八
重
子（
谷
津
作
）

　
【
カ
ボ
チ
ャ
】

　

長
久
保
令
子（
浮
金
）

　
【
ゴ
ボ
ウ
】

▽
た
む
ら
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

草
野
智
子（
塩
庭
一
区
）

　
【
ピ
ー
マ
ン
】

　

駒
木
根
ヨ
シ
子（
上
羽
出
庭
）

　
【
ジ
ャ
ガ
イ
モ
】　

　

草
野
優
子（
谷
津
作
）

　
【
キ
ャ
ベ
ツ
】

　

國
分
正
德（
飯
豊
下
）

　
【
里
イ
モ
】

小町ふれあいフェスタ会場内での展示の様子

　

小
野
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、

小
野
町
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
と
お

菓
子
の
試
食
会
が
、
小
町
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

試
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
町
の
ミ
ネ

ラ
ル
栽
培
で
と
れ
た
ト
マ
ト
を
使
っ

た
う
ど
ん
、「
Ｗ
ｅ 

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

小
野

町　

元
気
爽
快
ミ
ネ
ラ
ル
ト
マ
ト
～

ギ
ュ
ウ
っ
と
リ
コ
ピ
ン
ぴ
ん
！
！
」

や
、
郷
土
料
理
の
が
ん
じ
き
、
一
升

漬
、
桜
の
塩
漬
け
を
使
っ
た
お
菓
子

で
、
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
小
野
高
生
が

レ
シ
ピ
を
開
発
し
ま
し
た
。

試
食
会
を
開
催

小
野
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ　

中
で
も「
Ｗ
ｅ 

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

小
野

町　

元
気
爽
快
ミ
ネ
ラ
ル
ト
マ
ト
～

ギ
ュ
ウ
っ
と
リ
コ
ピ
ン
ぴ
ん
！
！
」

は
、
７
月
に
国
連
大
学
で
開
催
さ
れ

た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
お
い
し
い
ふ
く
し

ま 

ｉ
ｎ 

東
京
」で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、
11
月
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た「
ご
当
地
！
絶
品
う
ま
い

も
ん
甲
子
園
」で
は
弁
当
化
し
た
も

の
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
当
日
は
、
小
野
高
生
が

試
食
を
実
施
し
、
料
理
の
説
明
や
研

究
の
紹
介
、
発
表
を
し
ま
し
た
。
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今
年
の
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
の
会
場
に
は
、
幼
児
・
小
・
中

学
生
の
作
品
、
寿
大
学
受
講
生
の

作
品
な
ら
び
に
小
野
町
芸
術
文
化

団
体
の
作
品
な
ど
、
多
く
の
方
々

の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
菊
花
展
や
盆
栽
展
な
ら

び
に
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
に
お

け
る
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

︻
盆
栽
展
︼

○
小
野
町
長
賞

　

高
崎
久
寿（
平
舘
）

○
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

遠
藤
正
男（
小
野
赤
沼
）

○
小
野
町
教
育
長
賞

　

松
本
春
男（
反
町
）

○
小
野
町
芸
文
協
会
長
賞

　

大
樂
政
義（
大
八
）

○
福
島
民
報
社
賞

　

遠
藤
サ
ト
子（
小
野
赤
沼
）

○
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

吉
田
喜
一
郎（
平
舘
）

︻
菊
花
展
︼

︿
三
本
立
て
盆
養
の
部
﹀

力
作
を
出
品

○
小
野
町
文
化
祭
賞

　

吉
田
栄
伸（
塩
庭
二
区
）

○
小
野
町
長
賞

　

田
村
正
良（
上
羽
出
庭
）

○
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

宇
佐
見
留
男（
湯
沢
）

○
小
野
町
教
育
長
賞

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
）

○
田
村
医
師
会
長
賞

　

吉
田
勝
二（
和
名
田
）

○
医
療
法
人
慶
信
会
石
塚
醫
院

「
菊
の
女
王
」賞

　

常
恒
文
子（
塩
庭
二
区
）

○
医
療
法
人
誠
励
会
ひ
ら
た
中

央
病
院
理
事
長
賞

　

常
恒　

武（
塩
庭
二
区
）

○
さ
い
と
う
医
院
長
賞

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）

○
橋
本
医
院
長
賞

　

大
樂
政
義（
大
八
）

○
島
貫
整
形
外
科
理
事
長
賞

　

宇
佐
見
重
子（
湯
沢
）

○
医
療
法
人
慶
信
会
石
塚
醫
院

理
事
長
賞

　

宗
方
不
二
男（
夏
井
）

○
福
島
民
報
社
賞

　

石
井
豊
子（
上
羽
出
庭
）

○
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

大
山
仲
子（
小
野
山
神
）

︿
ダ
ル
マ
つ
く
り
の
部
﹀

○
さ
い
と
う
医
院
長
賞

　

吉
田
三
郎（
上
羽
出
庭
）

○
島
貫
整
形
外
科
理
事
長
賞

　

吉
田
栄
伸（
塩
庭
二
区
）

︿
福
助
つ
く
り
の
部
﹀

○
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
長
賞

　

吉
田
三
郎（
上
羽
出
庭
）

︿
盆
栽
・
特
殊
つ
く
り
の
部
﹀

○
Ｊ
Ａ
た
む
ら
賞

　

吉
田
三
郎（
上
羽
出
庭
）

○
小
野
町
菊
花
愛
好
会
長
賞

　

吉
田
栄
伸（
塩
庭
二
区
）

︿
一
輪
切
り
花
の
部
﹀

○
く
さ
の
交
通
社
長
賞

　

伊
藤
喜
努
子（
谷
津
作
）

︻
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
︼

▽
小
野
町
長
賞

　

小
野
赤
沼
長
命
会（
趣
味
の
会
）

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
し
あ
わ
せ
会
）

　

深
井
勝
利（
飯
豊
愛
友
会
）

▽
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

西
牧
富
野（
浮
金
長
寿
会
）

　

吉
田
栄
伸（
塩
庭
共
寿
会
）

　

大
楽
千
枝
子（
反
町
亀
鶴
会
）

▽
小
野
町
教
育
長
賞

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

　

宮
本
静
子（　
　

〃　
　
　

）

　

草
野
優
子（
谷
津
作
長
寿
会
）

▽
日
赤
福
島
県
支
部
長
賞

　

野
口
チ
ヨ（
反
町
亀
鶴
会
）

▽
日
赤
県
中
地
区
長
賞

　

吉
田
和
子（
小
野
赤
沼
長
命
会
）

▽
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

会
田
公
雄（
吉
野
辺
睦
会
）

▽
福
島
民
報
社
賞

　

矢
吹
泰
良（
本
町
長
寿
会
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

村
上
タ
ネ（
荒
町
・
横
町
高
砂
会
）

▽
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

　

佐
藤
登
久（
反
町
亀
鶴
会
）

　

小
林
芳
子（
小
野
赤
沼
長
命
会
）

　

石
井
勝
利（
浮
金
長
寿
会
）

▽
た
む
ら
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

村
上
ひ
で
子（
小
野
赤
沼
長
命
会
）

　

吉
田
重
良（
飯
豊
愛
友
会
）

　

中
野
フ
ク（
皮
籠
石
え
び
す
会
）

▽
小
野
町
商
工
会
長
賞

　

吉
田
節
子（
飯
豊
愛
友
会
）

　

石
井
ヨ
シ
子（
吉
野
辺
睦
会
）

　

志
比
奈
保
子（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

▽
小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
賞

　

亀
田
テ
ル
子（
仲
町
百
寿
会
）

　

大
竹
秀
男（
塩
庭
し
あ
わ
せ
会
）

　

斉
藤
千
鶴
子（
夏
井
福
寿
会
）

▽
小
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
賞

　

村
上
エ
サ
子（
皮
籠
石
え
び
す
会
）

　

鈴
木
ト
シ
エ（
雁
股
田
百
百
寿
会
）

　

渡
辺
ハ
ツ
代（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
セ
ツ（
浮
金
長
寿
会
）

　

宗
像
ハ
ナ
ヨ（
浮
金
長
寿
会
）

　

宗
像
カ
ツ
子（　

 

〃　
　

）

　

宗
像
清
人（　
　

〃　
　

）

　

草
野　

操（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

郡
司
源
一（　
　

〃　
　

）

　

吉
田
明
子（
荒
町
・
横
町
高
砂
会
）
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「地下水を未来に」
第６回安全・安心でおいしい地下水サミット開催
　安全・安心でおいしい地下水連絡協議会（※）が主催する、第６回「安全・安心でおいし
い地下水サミット」が11月10日に小野中学校体育館で開催されました。
　これは、恵まれた豊かな天然の水を地下から汲み上げ、生活用水などに利用している地
域が連携し、貴重な地下水の保全や利活用について共通認識を持ち、地下水保全政策の展
開や支援を呼び掛けるために毎年11月10日（い～井戸の日）に開催しているものです。第６
回目となる今回は小野町で開催され、加盟自治体の市町村長や議会議員のほか、県や近隣
の町村長などが出席しました。
　サミットは小野中学校吹奏楽部の皆さんに
よる歓迎セレモニーで幕をあけ、協議会長で
ある大和田町長のあいさつの後、来賓を代表
して県企画調整部　松崎浩司政策監よりあい
さつをいただきました。続いて、小野町の名
誉町民となられた発酵学者・農学博士の小泉
武夫氏が「はじめに水ありき～水は生命（いの
ち）の根源なり～」と題して基調講演を行い、
福島県企画調整部　土地・水調整課の菅原裕
泰主任主査から「健全な水環境と安定的な水
供給の確保に向けて～震災・原発事故後の地
下水に関する取組事例から～」をテーマに事
例発表が行われました。
　その後行われた、加盟団体８市町村長によ
る市町村長サミットでは、各地の地下水利用
の現状や今後の課題などが報告されました。
　サミットは一般公開され、当日は多くの方
が参加し、貴重なお話に熱心に聞き入ってい
ました。

※加盟団体・・・北海道東川町、福島県川内村 
　　　　　　　　福島県鮫川村、福島県平田村
　　　　　           福島県古殿町、千葉県芝山町　　　
　　　　　　　　愛媛県西条市、福島県小野町

17 ONOMACHI　Dec_2015



地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定

　

人
口
減
少
を
緩
や
か
に
す
る
た

め
、
国
が
進
め
る「
地
方
創
生
」の
取

り
組
み
に
合
わ
せ
、
町
で
は「
小
野

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」（
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
）お
よ
び「
小
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
総
合
戦

略
）を
10
月
末
に
策
定
し
ま
し
た
。

【
地
方
創
生（
地
域
創
生
）と
は
？
】

　

テ
レ
ビ
な
ど
で「
地
方
創
生
」「
地

域
創
生
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
平
成

26
年
11
月
に
国
が
制
定
・
施
行
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」に

規
定
し
て
い
る
基
本
理
念
を「
地
方

創
生
」「
地
域
創
生
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
法
律
は
、

①
東
京
一
極
集
中
の
是
正

②
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育

　

て
の
希
望
の
実
現

③
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域
の
解
決

を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
、
全
て「
人
口
減
少
の
改
善
」へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
町
の
人
口
動
向
は
？
】

　

町
が
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で

い
く
に
当
た
り
課
題
を
整
理
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
の
推
移

と
将
来
の
人
口
見
込
み
を
分
析
し

た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。

①
出
生
数
と
死
亡
数
の
推
移
に
つ

　

い
て

　

町
の
出
生
数
と
死
亡
数
の
推
移

は
、
図
１
の
と
お
り
で
す
。
出
生

数
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
一

方
で
死
亡
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
自
然
増
減
数（
出
生
数
か

ら
死
亡
数
を
差
し
引
い
た
数
）の

推
移
を
見
る
と
、平
成
８
年
以
降
、

死
亡
数
が
多
い
自
然
減
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。

②
転
入
者
数
・
転
出
者
数
の
推
移

　

に
つ
い
て

　

町
の
転
入
者
数（
他
の
市
町
村

か
ら
小
野
町
に
住
民
票
を
移
し
た

人
数
）と
転
出
者
数（
小
野
町
か
ら

他
の
市
町
村
に
住
民
票
を
移
し
た

人
数
）の
推
移
は
、
図
２
の
と
お

り
で
す
。
転
入
者
数
は
減
少
傾
向

を
示
し
て
い
る
一
方
で
転
出
者

数
は
ほ
ぼ
一
定
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
社
会
増
減
数（
転
入
者
数
か

ら
転
出
者
数
を
差
し
引
い
た
数
）

の
推
移
を
見
る
と
、
転
出
者
が
多

い
社
会
減
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

図１　出生数、死亡数、自然増減の推移 単位：人

図 2　転入数、転出数、社会増減の推移 単位：人
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③
町
の
将
来
の
人
口
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、「
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

（
社
人
研
）」に
よ
る
と
、
町
の
将
来

人
口
は
、
25
年
後
の
２
０
４
０
年

で「
６
，９
５
３
人
」、
４
５
年
後
の

２
０
６
０
年
で「
４
，４
１
４
人
」と

推
計
し
て
お
り
ま
す
。

【
総
合
戦
略
の
策
定
】

　

人
口
減
少
対
策
は
、
町
の
最
重
要

課
題
の
１
つ
と
し
て
捉
え
、
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
対
策

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、役
場
、

小
野
町
議
会
の
み
な
ら
ず
、産
業
界
、

行
政
機
関
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、

労
働
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
、
町
民
代
表

で
構
成
さ
れ
る「
小
野
町
地
域
創
生

総
合
戦
略
推
進
会
議
」を
設
置
し
、

内
容
を
議
論･

検
討
の
上
、
総
合
戦

略
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
目
指
す
べ
き
方
向
性
】

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
、
自
然
減
と
、
社
会
減
を
そ

れ
ぞ
れ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

町
で
は
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
、
こ
れ
ら
を
具
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
社
人
研
が
推
計
し
た
２
０
６
０

年
の
人
口
よ
り
約
２
，１
０
０
人
以
上

多
い
６
，５
０
０
人
以
上
を
確
保
し
ま

す
。（
図
３
）

︽
基
本
目
標
１
︾　

　

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
に

　

楽
し
み
や
う
れ
し
さ
を
実
感
で
き

　

る
ま
ち
づ
く
り

●
出
会
い
の
場
づ
く
り
や
出
産
・
子

　

育
て
・
教
育
へ
の
支
援
な
ど
に
よ

　

り
、
若
者
や
子
育
て
世
代
が
町
で

　

暮
ら
し
や
す
さ
を
感
じ
る
よ
う
環

　

境
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
や
町

　

内
の
医
療
機
関
な
ど
の
連
携
を
促

　

進
し
、
医
師
の
確
保
に
努
め
、
町

　

内
の
医
療
体
制
充
実
を
図
り
ま
す
。

︽
基
本
目
標
２
︾　

　

活
気
に
あ
ふ
れ
、
賑
わ
い
を
実
感

　

で
き
る
し
ご
と
づ
く
り

●
企
業
誘
致
、
創
業
支
援
を
推
進
す

　

る
と
と
も
に
、
町
内
に
あ
る
企
業

　

等
の
継
続
的
発
展
を
支
え
る
仕
組

　

み
を
構
築
す
る
な
ど
全
力
で
応
援

　

す
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

●
魅
力
の
あ
る
農
業
へ
の
変
革
を
目

　

指
す
た
め
、
農
地
の
基
盤
整
備
や

　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
と

　

と
も
に
、
農
産
物
の
流
通
販
売
の

　

支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

●
小
野
町
産
の
農
産
物
の
付
加
価
値

　

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
農
業
の
６

　

次
産
業（
生
産
・
加
工
・
販
売
を

　

一
括
で
行
う
産
業
）化
を
推
進
し

　

ま
す
。

図3　人口の将来展望 単位：人

約2,100人の増加
6,554人以上確保
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︽
基
本
目
標
３
︾　

　

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
づ
く
り

●
既
存
の
地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

　

広
報
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
小

　

野
町
の
こ
と
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て

　

も
ら
い
、
観
光
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

　

な
し
か
け
や
協
力
推
進
体
制
を
構
築
し
て

　

い
き
ま
す
。

●
小
野
町
出
身
の
方（
特
に
若
者
）が
、
小
野

　

町
で
暮
ら
し
た
い
、
暮
ら
し
続
け
た
い
と

　

思
え
る
よ
う
、
郷
土
愛
を
育
む
と
と
も
に
、

　

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
小
野
町
出
身
で
は
な
い
人
に
対
し
て
、
野

　

町
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
移
住
し
や
す
い
環

　

境
を
整
備
し
ま
す
。

︽
基
本
目
標
４
︾　

　

未
来
に
向
か
っ
て
安
全
で
安
心
し
て
生
活

　

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

●
町
民
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
送

　

れ
る
よ
う
、
協
働
と
創
意
工
夫
に
よ
る
ま

　

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
広
域
行
政
圏
に
お
い
て
、
積
極
的
に
連
携

　

し
、
町
単
独
で
は
行
い
づ
ら
い
施
策
・
事

　

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
ま
す
】

　

計
画
期
間
を
平
成
27（
２
０
１
５
）年
度
か

ら
平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
ま
で
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
総
合
戦
略
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
の
効
果
に
重
点
を
置
き
、「
続
け
る

べ
き
も
の
は
続
け
る
」、「
見
直
す
べ
き
も
の

は
見
直
す
」、「
必
要
な
も
の
は
新
た
に
取
り

入
れ
る
」と
の
考
え
方
を
基
本
と
し
ま
す
。
役

場
内
の
推
進
体
制
、
小
野
町
議
会
の
み
な
ら

ず
、
小
野
町
地
域
創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議

に
お
い
て
各
施
策
の
達
成
度
を
検
証
し
、
様
々

な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
随
時
改
善
し
て

い
き
ま
す
。

【
結
び
に
】

　

国
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
今
日
ま
で
に
人

口
が
減
少
し
て
き
た
背
景
に
は
、
経
済
、
社

会
を
め
ぐ
る
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
入
り
組

ん
で
お
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
は
大
き
な
困
難
を
伴
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
減
少
対
策
が
出
生
率
向
上
に
結
び
つ
き
、

成
果
が
上
が
る
ま
で
に
は
一
定
の
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
策
が
早
く

講
じ
ら
れ
、
出
生
率
が
早
く
向
上
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
そ
の
後
の
出
生
数
が
増
加
し
、
将

来
人
口
に
与
え
る
効
果
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
今
後
出
生
率
が
向
上
し
た
と
し
て
も
、

数
十
年
間
の
出
生
数
を
決
め
る
親
世
代
の
人

口
が
転
出
に
よ
っ
て
減
少
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
将
来
人
口
の
減
少
が
さ
ら
に
進
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
安

心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と

い
う
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
を
実
現
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

町
の
現
状
と
課
題
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

今
後
５
年
間
の
計
画
で
あ
る
総
合
戦
略
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少
問

題
を
克
服
し
、
地
域
活
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　
「
小
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
小
野
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
小

野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。小野町地域創生総合戦略推進会議の様子
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任
期
満
了
に
伴
う
福
島
県
議
会
議

員
一
般
選
挙︻
田
村
市
・
田
村
郡
選

挙
区
︼が
11
月
15
日
に
行
わ
れ
即
日

開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
け
る
投
票
結
果
は
投
票

率
が
69
・
30
％
と
な
り
、
前
回（
平
成

23
年
11
月
）の
同
選
挙
と
比
べ
２
・

99
％
上
回
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
全
体（
選
挙
戦
と
な
っ
た

選
挙
区
）の
投
票
率
46
・
67
％
を
22
・

63
％
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　

な
お
期
日
前
投
票
は
、
11
月
6
日

か
ら
14
日
ま
で
の
9
日
間
、
小
野
町

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
２
，

４
２
２
人
の
投
票
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
投
票
を
行
っ
た
方
の
約

35
％
が
期
日
前
投
票
に
よ
り
投
票
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
事

務
な
ら
び
に
棄
権
防
止
の
た
め
の
啓

発
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
紙
上
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
投
票
及
び
開
票
の
結
果
に
つ

い
て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

表2　投票結果

区分
選挙当日の
有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

男 4,362 3,022 69.28
女 4,579 3,174 69.32
計 8,941 6,196 69.30

表１　候補者別得票数
届け出順 候補者 得票数

1 さ ん ぺ 正 栄 981
2 本 田 仁 一 782
3 先崎よしなか 4,368

※無効投票65票

第
18
回
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
・
開
票
結
果

　
　
　
（
田
村
市
・
田
村
郡
選
挙
区　

小
野
町
開
票
区
）

当
町
の
投
票
率
は
69
・
30
％

※口座振替の方は、納期限の前日までに口座
　残高の確認をお願いします。　
※固定資産税および国民健康保険税は、コン
　ビニエンスストアでも納付できます。ただ
　し、納付書１枚の金額が30万円を超えたり、
　納期限後30日を経過した納付書は、コンビ
　ニエンスストアでは使用できません。

◆ 町税等納期のご案内 ◆

◎納期限：12 月 25 日㊎
　　　固 定 資 産 税　　３期
　　　国 民 健 康 保 険 税　　６期
　　　介 護 保 険 料　　５期
　　　後期高齢者医療保険料　　５期

　国税庁では、租税教育を推進し、税の役割や納税の義
務についての正しい知識の普及に特に功績のあった学
校、教育委員会などの団体を表彰しており、夏井第一小
学校が郡山税務署長表彰を受賞しました。
　これは次の時代を担う児童に対し、税の意義や役割の
正しい理解を図るため、租税教室を開催するなど、税に
関する教育を積極的に推進したことが認められたもの
で、11月20日に郡山税務署長から鈴長に感謝状が贈呈さ
れました。

租税教育推進校表彰
夏井第一小学校が受賞

　　交通遺児募金にご協力
　　ありがとうございました

　10月31日に小町ふれあいフェスタの会場
で実施しました小野町交通安全母の会連絡
協議会の交通遺児募金活動に、多数のご協
力をいただき、誠にありがとうございまし
た。
　募金額は39,813円になり、全額を公益財
団法人福島県交通遺児奨学基金協会へ寄付
いたしました。
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　任期満了（平成28年１月31日㊐）に伴う小野町議会議
員一般選挙が実施されます。公職選挙法を守り、違反
のない明るい選挙にしましょう。
　また選挙当日に投票できない方は期日前投票・不在
者投票がありますので棄権しないで投票しましょう。
　

（１）選挙の日程
　　▼告 示 日：平成28年１月19日㊋
　　▼投票日時：平成28年１月24日㊐　
　　　　　　　　午前７時から午後７時まで
　　▼開票日時：平成28年１月24日㊐　午後８時から
　　▼開票場所：小野町多目的研修集会施設（大ホール）

小野町議会議員一般選挙のお知らせ

投票所一覧（町内8カ所）
投票区名 投票所名 地区名

小野新町第1 小野町多目的研修集会施設 荒町、中通、平舘、
谷津作、皮籠石、塩庭一区

小野新町第2 小野町母子健康センター 本町、横町、仲町、反町、大八
小野新町第3 小野赤沼多目的集会施設 小野赤沼、菖蒲谷、雁股田
飯 豊 第 1 飯 豊 小 学 校 飯豊上、飯豊中、飯豊下、吉野辺
飯 豊 第 2 浮 金 集 落 セ ン タ ー 浮金
飯 豊 第 3 小戸神集落センター 小戸神、小野山神
夏 井 第 1 夏井多目的集会施設 夏井、南田原井、湯沢
夏 井 第 2 上羽出庭地区農村研修センター 塩庭二区、上羽出庭、和名田

（２）立候補届出説明会　　
   　　立候補を予定されている方を対象に説明会を開
　　催します。立候補届出に必要な書類を配布します
　　ので、立候補を予定している方は説明会に出席し
　　てください。
　　▼日時：12月18日㊎　午前10時から
　　▼場所：小野町役場　第一会議室（車庫２階） 
　

（３）期日前投票
　　　投票日に仕事や旅行、冠婚葬祭などで投票でき
　　ない場合は、期日前投票ができます。
　　期日前投票の日程は下記のとおりです。
　　▼期間：平成28年１月20日㊌から23日㊏まで
　　▼時間：午前８時30分から午後８時まで
　　▼場所：小野町役場　第三会議室（母子健康センター内）
　　　　　　※入場券をお持ちください。

（４）不在者投票
　　　病院や老人ホームに入院（入所）されている方、
　　事故などにより属する投票区の区域外に滞在して
　　いる方、選挙期日の日に20歳を迎える方につい
　　ては、不在者投票により投票ができます。
　　※日程は期日前投票と同じです。
　　※期間が短いため不在者投票を希望する方は、入院
　　　している病院や選挙管理委員会事務局までお早め
　　　に問い合わせください。

（５）投票所入場券
　　　入場券は告示日までに届くように発送します。
　　入場券が届かない場合は選挙管理委員会まで問い
　　合わせください。
　　【お願い】
　　　入場券は、投票所に行く前に必ず中面を開いて、
　　下記の点を確認してください。
　　①期日前投票で投票される方
　　　入場券中面の宣誓書欄に、選挙当日に投票でき
　　ない理由１から４のいずれかの該当する番号に○
　　印をつけて、署名をしたものをお持ちください。
　　②選挙当日に投票される方
　　　お住まいの地区により投票所が異なります。
　　　入場券の中面に記載された投票所をよく確認し
　　てから指定された投票所にお越しください。
　　※期日前投票所とお間違えのないようお願いします。

（６）選挙人名簿に新たに登録される方　　　　　　　
　　　今回の選挙で新たに登録される方は、平成28
　　年１月18日㊊を基準日として、次の要件を満た
　　す方です。
　　【転入者】
　　　平成27年10月18日までに転入届の手続きを済
　　ませ、基準日現在においても引き続き３ヵ月以上、
　　小野町に居住している20歳以上の方
　　【新有権者】
　　　平成８年１月25日までに生まれ、基準日現在
　　においても引き続き３カ月以上小野町に居住して
　　いる方

（７）選挙人名簿の縦覧　　　　　　　　　　　　　　
　　　今回の選挙で選挙人名簿に登録された方々を下
　　記により縦覧します。
　　【縦覧日】
　　　平成28年１月19日㊋　
　　　午前８時30分から午後５時まで
　　【縦覧場所】
　　　小野町選挙管理委員会事務局（役場総務課内）

（８）選挙公報について　　　　　　　　　　　　　　
　　　今回執行される町議会議員一般選挙より選挙公
　　報を新たに発行します。各世帯へは、平成28年
　　１月23日㊏までに届くよう発送します。
　　※郵便の配達状況により地域によりお届け日が異
　　　なることがありますのでご了承ください。

問小野町選挙管理委員会事務局（役場総務課内）
　☎ 72-2111
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君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
TEL  0247−72−3171　FAX  0247−72−6211
http：//www.ono-h.fks.ed.jp

　文化の秋、スポーツの秋

　10月、小野高校では、生徒たちが活躍する行
事が目白押しでした。まず、22、23日には小文
化祭が開催され、全クラスおよび有志団体がこ
の日のために準備してきたパフォーマンスや作
品などを披露しました。また27日には芸術鑑賞
教室でアカペラコンサートを鑑賞し、大いに盛
り上がりました。さらに30日には秋晴れの下、
校内マラソン大会が行われました。沿道の皆さ
ん、また交通整理をしてくださった警察の方々、
ご協力ご支援ありがとうございました！

小文化祭では、３年
生がさすがのダンス
パフォーマンスを見
せてくれました

マラソン大会の様子

　うまいもん甲子園

　11月７、８日の両日、東京丸の内で開かれた
「ご当地！絶品うまいもん甲子園」の実売イベ
ントに、小野高校家庭クラブが参加し、７月
に行われた「チャレンジ！おいしいふくしまin
東京」のレシピコンテストで最優秀賞を受賞し
た「We Love小野町元気爽快ミネラルトマト～
ギュウっとリコピンぴん」を販売しました。こ
ちらは、具材はすべて県産野菜を使ったトマト
うどんで、福島県と小野町の食の魅力をアピー
ルしてきました。

レシピを発案した西
牧 さ ん と 圓 谷 さ ん。
当日は売り子として
頑張りました

応援に駆けつけてく
ださった小野高校の
OGの皆さん。ありが
とうございました！

　職場体験学習

　１年生の「産業社会と人間」の授業で
は、11月11、12日の２日間、「職場体験
実習」を行いました。小野町内外の様々
な企業・事業所にご協力いただき、１年
生全員が働くことの厳しさややりがいな
どを学ぶことができました。この体験で
得たことは、生徒たちのこれからの進路
活動の指針となります。お世話になった
企業・事業所の皆さん、誠にありがとう
ございました。

お話だけでなく、外に出
て実際の建設現場も見学
させていただきました

小野高通信
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美 術 館

問ふるさと文化の館　☎ 72-2120

ふ る さ と 文 化 の 館 情 報
　12 月 28 日㊊から１月４日㊊まで
　は全館休館です。

◆年末年始休館日のお知らせ

◆ 今後の美術展のお知らせ

【会期】　12月12日㊏から20日㊐まで

☆小野町小学校・中学校美術展
　町内の小学校・中学校の児童生徒の絵画、造形
作品を展示します。各校から選ばれた子供たちに
よる感性豊かな作品をぜひご覧ください。

☆小野町美術展【後期】
　絵画・押し花・彫刻・タペストリー・写真の部

【会期】　平成28年１月５日㊋から17日㊐まで

全 館

クリスマスコンサートが
開催されました
　文化の館ホールで、クリスマスコン
サート「響け、歌声 ! ゴスペル・クリ
スマス」が 11 月 21 日、行われました。
郡山市を中心に活動する「ゴスペルク
ワイアＧＲＡＣＥ！」の皆さんによる
迫力ある歌声に、参加者は一足早いク
リスマスを味わいながら楽しいひと時
をすごしていました。

小泉武夫コレクション展が開催されました
　小泉武夫氏から町へ寄贈された
絵画などの展覧会が 11 月 22 日
から 12 月６日まで行われました。
　22 日には茨城大学教育学部教
授の小泉晋弥氏によるギャラリー
トークが行われ、参加者は熱心に
耳を傾けていました。

年賀状展作品募集
　美術館では１月に開催予定の「年賀状展」への作品を募集しています。オリジ
ナルの作品であればどなたでも出品できます。また、年賀はがきだけでなく立体
の作品も出品可能です。皆さんの出品をお待ちしています。
　詳しくは問い合わせください。
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●上羽出庭出身
●東京都支部

ねもと・あきお
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に
感
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　皆さん、こんにちは。11月１日は小野町レト
ロカーショーが開催されました。昭和の時代に
街を走っていたなつかしの名車が野球場に集ま
り、見る人を楽しませていました。会場は景色
と空気が共にすがすがしく、このようなカー
ショーが開かれることからも自動車ファンを引
きつける力があると感じました。
　実は小野町周辺はドライブが楽しい道路が多
くあります。しばらく進むと信号につかまる様
な都市部の道路と対極にあり、気持ちよく車を
走らせることができます。ツーリング客にも人
気で、あぶくま高原道路でこちらに向かうバイ
クやコンビニなどで休憩する人の姿を時折見か

レトロカーショーには自動車・バイク合わせて
70台以上が集まりました。とても 30年以上前
に製造されたものとは思えないほど手入れが行き
届いたものばかりでした。

自動車ファンを呼び寄せる魅力

地 域おこし協力隊活動記

私もクルマが好きな
人間の一人です！
私もクルマが好きな
人間の一人です！

けます。秋の紅葉は他より一足早く楽しめ、色付
く木々の合間をくぐり抜けて走る快感は筆舌し難
く、より多くの人に体験してほしいと思うほどの
ものです。
　各方面から快走できるルートが集まりインター
も配置される小野町は阿武隈高原エリアをドライ
ブする拠点としてのポテンシャルがあると私は考
えています。

ふれあい通信

ふるさと小野町会

古﨑です！
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国 民 年 金 コ ー ナ ー

◆国民年金付加年金制度とは
　国民年金の定額保険料に加えて、付加
保険料（月額400円）を納めると、年金受
給時に付加年金が上乗せされます。
　付加年金の金額は、【200円×付加保険
料納付月数】（年額）です。
　付加年金は定額のため、物価の変動に
よる増額・減額はありません。
　例えば、20歳から60歳まで40年間、付
加保険料を納めていた場合の付加年金額
は下図のとおりです。　
◆納付できる方
・国民年金第1号被保険者（自営業者、農
　業者、学生の方など）
・65歳未満の任意加入被保険者
　※厚生年金に加入している方や、国民
　　年金基金に加入している方、保険料
　　を免除されている方は、付加保険料
　　を納付することはできません。　

　将来の年金受給額を増やすために　～付加年金制度のお知らせ～

◆お手続き
　役場窓口または、年金事務所に申出書
を提出してください。
◆注意事項など
・付加保険料の納付は申込みをした月分
　からとなります。（さかのぼって納付
　することはできません。）
・納付期限は原則翌月末日（休日・祝日
　の場合は翌営業日）です。
　※納付期限を過ぎた場合でも、期限か
　　ら２年間は納付することができます
　　が、納め忘れ防止のためにも期限内
　　に納付しましょう。
・付加保険料の納付をやめる場合は、付
　加保険料納付辞退申出書の提出が必要
　となります。

問郡山年金事務所　☎024-932-3434
問町民生活課　☎72-6933
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火
水
槽
周
り
の
除
雪
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で

　

消
火
栓
・
防
火
水
槽
は
い
つ
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
協
力
体
制
を

整
え
て
除
雪
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
に
雪
を
出
す
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

道
路
へ
の
排
雪
は
交
通
事
故
の
元
で

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
玄
関
先
の
除
雪
は
各
家
庭
で

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に

雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
雪

車
は
、
広
い
地
域
を
短
時
間
で
い
っ

せ
い
に
除
雪
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

玄
関
先
ま
で
は
手
が
回
り
ま
せ
ん
。

　

玄
関
先
の
雪
は
、
各
家
庭
で
除
雪

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
道
路
わ
き
の
支
障
物
は
降
雪
前
に
必

ず
撤
去
を

　

側
溝
や
路
肩
に
積
ん
で
あ
る
材
木

や
資
材
は
除
雪
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
必
ず
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

◎
重
要
物
に
は
旗
竿
な
ど
で
目
印
を

　

除
雪
で
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
に
移

転
を
す
る
か
目
印
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
﹄

◎
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
障
害
と
な

り
、
多
く
の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

◎
除
雪
作
業
は
一
時
通
行
止
め
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

　

除
雪
作
業
中
は
危
険
防
止
や
効
率
的

な
除
雪
作
業
の
た
め
、
除
雪
中
の
区
間

を
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
通
行
は
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
を
優
先
に

　

雪
道
は
特
に
道
幅
が
狭
く
な
り
ま

す
。
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
に
配
慮
し

て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
除
雪
車
が
通
っ
た
直
後
の
道
路
は
滑

　

り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
は
危
険
で
す
の
で

　

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
除
雪
作
業
は
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯
に

　

実
施
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
除

　

雪
・
積
雪
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
時

　

間
帯
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
地
域
整
備
課
☎
７
２
–
６
９
３
7

問
三
春
土
木
事
務
所
業
務
課

☎
０
２
４
７
–
６
２
–
３
１
５
１

問
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

☎
♯
９
９
１
０

除
雪
作
業
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

﹁ 

早
め
か
ら　

つ
け
る
ラ
イ
ト
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
え
る
事
故 

﹂

　

12
月
10
日
か
ら
平
成
28
年
１
月
７
日
ま

で
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜

間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
、
高
齢

歩
行
者
が
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
交
通

ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
・
起
こ
さ
な
い
行
動
を
習
慣
づ
け
、
交

通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
運
動
の
基
本
】

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

【
運
動
の
重
点
】

◆
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
防
止（
特

　

に
、
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進
）

◆
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
町
民
生
活
課　

☎
７
２
–
６
９
３
３

　

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

　

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
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町
で
は
空
き
家
対
策
の
基
礎
資
料
を
作

成
す
る
た
め
、
空
き
家
の
実
態
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

現
地
調
査
は
町
が
委
託
す
る
業
者
が
、

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
行
い
ま
す
が
、

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
聞
き
取
り
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
期
間

　

12
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
末
ま
で（
予
定
）

問
地
域
整
備
課　

☎
７
２
–
６
９
３
６

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
希
望
と
決
意
を
新

た
に
町
民
相
互
の
親
睦
と
融
和
を
図
る
た
め
、
新

年
交
礼
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
に
よ
り
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
…
平
成
28
年
１
月
４
日
㊊
正
午
か
ら

◆
開
催
場
所
…
多
目
的
研
修
集
会
施
設（
大
ホ
ー
ル
）

◆
会　
　

費
…
２
，０
０
０
円

◆
申
込
期
日
…
12
月
21
日
㊊

◆
申
込
方
法
…
会
費
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま

　

た
は
行
政
区
長
さ
ん
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
７
２
–
２
１
１
１

  　

新
年
交
礼
会
の
ご
案
内

　

空
き
家
の
実
態
調
査
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
利
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

役
場
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険

な
ど
社
会
保
障
に
関
す
る
手
続
き

や
、
引
越
や
結
婚
な
ど
で
、
住
所
や

氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
時
の
手
続
き

に
は
、通
知
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
は
じ
ま
り
ま
す

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
か
た
る
電
話
に

ご
用
心
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
電
話
で
質
問
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
情
報

は
絶
対
に
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
町
民
生
活
課　

☎
７
２
–
６
９
３
３

月　日 行　　　事 時間 場所

12/16㊌ 1歳6カ月児健診
受付
13：00～13：30

母子健康センター

17㊍ 親子ふれあい教室
夜間ヘルスアップ運動教室

受付
10：00～10：15
19：00～20：30

母子健康センター
町民体育館

18㊎
こころの相談室
ヘルスアップ運動教室

13：00～15：00予約制
13：30～15：30

母子健康センター
多目的研修集会施設

19㊏

20㊐

21㊊
　
育児教室
子育て応援金贈呈式

受付
10：00～10：15
9：30～10：00

母子健康センター
母子健康センター

22㊋

23㊌

24㊍

25㊎

26㊏

27㊐

28㊊

29㊋

30㊌

31㊍

1／1㊎

2㊏

3㊐

4㊊
小野町消防出初式
新年交礼会

10：50～
12：00～

B&G海洋センター
多目的研修集会施設

5㊋

6㊌

7㊍

８㊎

９㊏

10㊐

11㊊

12㊋ 健康相談日 9：00～15：00 母子健康センター

13㊌

14㊍ おやつ教室
夜間ヘルスアップ運動教室

受付
10：00～10：15予約制
19：00～20：30

母子健康センター
町民体育館

15㊎ ヘルスアップ運動教室 13：30～15：30 多目的研修集会施設

行事カレンダー
Calendar

information
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可燃物

不燃物採水孔

①
④

⑤

Ⓔ
Ⓕ Ⓐ

Ⓑ
ⒸⒹ②③

側溝溜桝

湧水

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

①
②

③
④⑤⑥

⑦

Ⓓ
Ⓔ

Ⓕ

不燃物

可燃物

　空間線量率の監視（週一度）および地下水など周辺の水質への放射能汚染の有無を監視（月一度）しています。
その結果、周辺環境への影響はありません。

■放射線空間線量率記録ならびに水放射能濃度分析記録経過

測定

放射線空間線量率（マイクロシーベルト/時）
※100㎝高・5回測定平均値

採取
核種

水放射能濃度分析（ベクレル/ℓ）

仮置場敷地内 敷地外 地下水
（5m深） 水路表流水 調整池 浸出水

月 日 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 月 日 Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ Ⓕ

11

2㊊ 0.13 0.13 0.13 0.13 0.10 0.15 0.14

11 12㊍

セシウム
134

検出せず
【1ベクレル/ℓ未満】 検体なし

12㊍ 0.13 0.12 0.12 0.12 0.10 0.14 0.14
17㊋ 0.12 0.13 0.13 0.12 0.10 0.14 0.14 セシウム

137
検出せず

【1ベクレル/ℓ未満】 検体なし
25㊌ 0.12 0.12 0.13 0.12 0.10 0.14 0.13

【夏井地区仮置場】

【飯豊地区仮置場】

■放射線空間線量率記録ならびに水放射能濃度分析記録経過

測定

放射線空間線量率（マイクロシーベルト/時）
※100cm高・5回測定平均値

採取
核種

水放射能濃度分析（ベクレル/ℓ）

仮置場敷地内 敷地外 浸出水 地下水
（4m深）

側溝
溜桝 湧水

月 日 ① ② ③ ④ ⑤ 月 日 Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ Ⓕ

11

2㊊ 0.08 0.08 0.08 0.08 0.09

11 12㊍

セシウム
134

検体なし 検出せず
【1ベクレル/ℓ未満】12㊍ 0.07 0.07 0.07 0.08 0.08

17㊋ 0.07 0.07 0.08 0.08 0.09 セシウム
137

検体なし 検出せず
【1ベクレル/ℓ未満】25㊌ 0.08 0.08 0.08 0.08 0.09

仮置場の監視状況について、お知らせします

除 染 推 進 室 だ よ り
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【小野新町地区仮置場】

問町民生活課除染推進室　☎72差6933

■放射線空間線量率記録ならびに水放射能濃度分析記録経過

測定

放射線空間線量率（マイクロシーベルト/時）
※100cm高・5回測定平均値

採取
核種

水放射能濃度分析（ベクレル/ℓ）

仮置場敷地内 敷地外 浸出水 調整池 地下水
（2m深）

農業
用水

月 日 ① ② ③ ④ ⑤ 月 日 Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ

11

2㊊ 0.09 0.09 0.10 0.10 0.10

11 12㊍

セシウム
134

検体なし 検出せず
【1ベクレル/ℓ未満】12㊍ 0.10 0.09 0.10 0.09 0.09

17㊋ 0.09 0.08 0.10 0.10 0.09 セシウム
137

検体なし 検出せず
【1ベクレル/ℓ未満】25㊌ 0.09 0.09 0.10 0.10 0.10

除 染 推 進 室 だ よ り

　年末年始は、特有のあわただしい時季となるため、
火の取り扱いには十分注意しましょう。

年末年始火災予防運動（12月15日～１月14日）

郡 山 地 方 広 域 消 防 組 合 か ら

◆住宅防火対策
・調理中に火の元から離れる時は、必ず火を消す。
・ 暖房器具のまわりに燃えやすいものを置かない。
・ 外出の際は火の元を確認する。
・ 住宅用火災警報器を設置する。
◆放火防止対策
・ 家のまわりに燃えやすいものを置かない。
・ 物置などは施錠する。
・ 夜間は外灯を点灯し、暗いところをつくらない。

セルフスタンドでの安全な給油について

　安全に給油するため、次のことを守りましょう。
・エンジンをかけたまま給油しない。
・静電気除去シートに触れてから給油する。
・給油中にライター等の火気は使用しない。
・自分でガソリン容器への小分けをしない。

消防水利の確保にご協力を

　「消火栓」や「防火水槽」などは、消火活動に欠かせ
ないものです。
　次のことにご協力をお願いします。
・ 消火栓などのまわりには駐車しない。
・ 除雪で近くの消火栓などが埋もれないように注意する。
・ 自宅近くの消火栓などの除雪にご協力をお願いします。

●セルフスタンドにおける安全な給油について
●年末年始火災予防運動
　　問郡山消防本部予防課　☎024-923-8172
●消防水利の確保にご協力を
　　問郡山消防本部消防課　☎024-923-8173
　　問町民生活課　　　　　☎72-6933
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 ✚休日当番医・院外薬局

※電話確認の上、受診してください。詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http：//www.ftmis.pref.fukushima.lg.jp/
　
　●田村地方夜間診療所（ 田村市船引町船引字源次郎 福祉の森公園 地内）　☎81-2233   
　   受付時間：午後７時から午後９時30分まで  　※土日祝祭日、お盆、年末年始は休診となります。
　   診療内容：内科、小児科疾患の一次救急です。 
　   　　　　　家庭では対処できない切り傷といった傷病が適応となります。（風邪やウィルス性胃腸炎など）
      ※入院や手術を必要とする二次救急疾患、生命に危険が及ぶような三次救急疾患には対応しておりません。
  
　●こども救急電話相談　受付時間：午後７時から翌朝午前8時まで（年中無休）　☎024-521-3790　
　　詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　　http：//wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/contents?CONTENTS_ID=27667

■休日当番医・院外薬局
月 日 当番医 電話番号 薬局 電話番号

12

20㊐ 秋元医院（田村市船引町） 82-1514

23㊗ 総合南東北病院附属滝根診療所（田村市滝根町） 78-2442 オリオン薬局（田村市滝根町） 68-1455

27㊐ 都路診療所（田村市都路町） 75-2003 さとう薬局（田村市常葉町） 77-2018

29㊋ 石川医院（三春町） 62-2630 浜田薬局（三春町） 62-2202

30㊌ かとうの内科クリニック（田村市船引町） 81-1388 わたなべ調剤薬局（田村市船引町） 81-1293

31㊍ 公立小野町地方綜合病院（小野町） 72-3181

1

1㊗ まつえ整形外科（田村市船引町） 81-1222 げんじろう調剤薬局船引店（田村市船引町） 81-1555

2㊏ 春山医院（三春町） 62-3239 浜田薬局（三春町） 62-2202

3㊐ まつざき内科胃腸科クリニック（田村市常葉町） 77-2870 千寿堂薬局たむら店（田村市常葉町） 77-3831

10㊐ 島貫整形外科（小野町） 72-2722 さとう薬局（田村市常葉町） 77-2018

11㊗ 東部台こどもクリニック（田村市船引町） 81-2580 コスモ調剤薬局東部台店（船引町） 81-2205

　公立小野町地方綜合病院は今年３月１日に新病院を開院しました。地域の基幹病院としての役割
を担いながら、常に患者さんの立場に立った医療サービスの提供を心がけております。
　このたび地域のみなさまにより一層親しまれ、愛され、信頼される病院をめざしていくため、病
院のシンボルマークを募集します。多くのご応募をお待ちしております。
　なおシンボルマーク募集要項は当院ホームページをご覧ください。
　
　■募集期間　12月１日㊋から１月29日㊎まで
　■応募・問い合わせ　公立小野町地方綜合病院  総務課　☎72-3181　FAX72-3837
　　　　　　　　　　　URL：http：//www. ono-hp.jp 

 シンボルマークを募集しています

　平成26年度は、新病院の備品購入や病院移設費などの単年度支出による経費が増加しました。ま
た、平成26年度の地方公営企業会計制度の改正により、退職給与引当金の計上や旧病院建物等の資
産の除却を行ったため、特別損失を計上しました。こうした状況の中、平成26年度の決算状況は
収入1,803,642千円に対し支出が2,890,231千円となり収支差引で1,086,589千円の赤字決算となりまし
た。しかし、特別損失を除いた経常収支では黒字となっております。

 平成 26 年度の決算状況について

■過去３年間の決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：千円

年度 収入 支出 収支差引
（純損失） 特別損失 経常収支

平成24年度 1,611,938 1,523,175 88,763 596 89,359
平成25年度 1,727,756 1,612,304 115,452 35 115,487
平成26年度 1,803,642 2,890,231 △1,086,589 1,101,459 14,870

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

32ONOMACHI　Dec_2015



この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

❖ お 誕 生 お め で と う ❖
　氏　名　　 　 　 父 ・ 母 　行 政 区

髙﨑　愛理　（あいり）　泰 栄・静 香　谷 津 作

磯　　伽羅　（きゃら）　孝 志・さゆり　雁 股 田

（10 月届出分）

❖ お く や み 申 し 上 げ ま す ❖
　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行 政 区

遠　藤　ミ　ツ　　　　８２　　　　本 町

秋　山　　　實　　　　８２　　　    平　 　舘

吉　田　弘　伸　　　　７０　　  　  平　　 舘

先　﨑　ハ　ル　　　　８７　　　　皮 籠 石

西　牧　　　信　　　　８６　　　　飯   豊  上

宗　像　福　市　　　　９３　　　　飯   豊  上

會　田　常　美　　　　８３　　　　飯   豊  下

宗　像　洋　子　　　　７３　　　　浮 金

渡　邊　保　子　　　　７９　　　　湯 沢

草　野　コ　ウ　　　　９３　　　　塩庭一区

常　恒　良　夫　　　　８８　　　　塩庭二区

小　野　　　信　　　　７９　　　　上羽出庭                                                            

　　　　　　　　　　　　　　　　（10 月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
　います。

上 水 道 水 質 検 査 結 果
10月に実施した水道水の水質検査の結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/mℓ以下 0CFU/mℓ
大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/ℓ以下 7.7mg/ℓ
有機物（TOC） 3mg/ℓ以下 0.8mg/ℓ

PH値 5.8～8.6 7.0
味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 1度
濁度 2度以下 <0.1度

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
10 1 イノシシ肉 3717.5
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です

　町で実施している簡易検査、ゲルマニウム半導体放射能測
定器および非破壊式測定器による検査結果をお知らせします。

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
10 2 ハクサイ、ハチミツ
※食品以外の検体については、結果に含まれていません

簡易測定器による測定結果

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
10 1 シシタケ 639
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です
■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

10
21 水道水
4 井戸水、引き水

※食品以外の検体については、結果に含まれていません

問健康福祉課　☎ 72-6934

問地域整備課　☎ 72-6936

ゲルマニウム半導体放射能測定器による測定結果

食 品 な ど の 放 射 能 測 定 結 果

◎食品中の放射性物質（セシウム）の基準値
　飲料水…10Bq/kg　牛乳・乳幼児食品 …50Bq/kg　一般食品…100Bq/kg

※平成24年４月から新しい基準値が設定されました。

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）

10
1 シシタケ 533.3
1 シモフリシメジ 333.6
1 きのこ＜他＞ 490.1

※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です
■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
10 5 大根葉、ニンジン、ほうれん草、バレイショ、ネギ
※食品以外の検体については、結果に含まれていません

非破壊式測定器による測定結果

【検査を希望される方へのお願い】
　①土やゴミなどの汚れをきれいに洗い流し、すぐに調理
　　できる状態で持参してください。
　②検体は１kg 持参してください。（量が少ないと正確な
　　数値が出ない場合があります。）

　広報おのまち11月号「P33食品などの放射
能測定結果」に誤りがありました。
　お詫びするとともに、訂正させていただ
きます。正しくは以下のとおりです。
・簡易測定器による測定結果
　基準値未満または検出限界値以下のもの
・非破壊式測定器による測定結果
　基準値を超えたものの内訳
　（誤）シイタケ
　（正）シシタケ

お詫びと訂正

■町の人口・世帯数（　）内は前月比
平成27年11月１日現在

人口
男 4,997人（△9人）
女 5,238人（△12人）
計 10,235人（ △21人）

世帯数 3,500世帯（　2世帯）
福島県現住人口調査結果から
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幻想的な光に包まれて
小野町イルミネーション点灯式

＊リカちゃん通りイルミネーション
1 月 3 日㊐まで 17:00 ～ 20:00
期間中は敷地内で写真撮影ができます。

　小野町イルミネーション点
灯式が11月21日、リカちゃん
キャッスルで行われました。
　点灯式では、小野中学校吹奏
楽部の皆さんによる演奏、フレ
アいのバーテンダーＹＯＫＯＴ
Ａさんや福が満開ふくしま隊に
よるパフォーマンスが行われ、
おおいに盛り上がりました。
　その後カウントダウンに合わせ、二瓶観光協会長、大和田町長、
村上議会議長、近藤リトルファクトリー株式会社統括マネージャー
によって点灯ボタンが押され、白とピンクの光でかわいらしく飾り
付けられたリカちゃんキャッスルと華やかに装飾されたシンボルツ
リーが輝き、会場内は歓声に包まれていました。


